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「
（
旗
は
）
い
く
つ
？
4
つ
来

た
。
一
人
親
方
も
勝
っ
た
。
大
き

な
勝
訴
で
あ
り
ま
す
」
。
午
後
3

時
過
ぎ
、集
会
の
司
会
の
報
告
に
、

厚
労
省
前
に
集
結
し
た
仲
間
た
ち

の
歓
声
と
拍
手
で
沸
き
返
り
ま
し

た
。
こ
の
日
の
判
決
は
、
国
及
び

建
材
メ
ー
カ
ー
（
Ａ
＆
Ａ
マ
テ
リ

ア
ル
、ケ
イ
ミ
ュ
ー
、
ニ
チ
ア
ス
、

ノ
ザ
ワ
）
の
責
任
を
認
め
、
被
害

者
へ
の
賠
償
を
命
じ
、
労
働
者
だ

け
で
な
く
一
人
親
方
も
対
象
に
す

る
と
い
う
全
面
勝
利
の
内
容
で

す
。
福
岡
高
裁
判
決
で
、
国
は
、

実
に
11
回
連
続
で
裁
判
で
断
罪
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
場
を
参
議
院
議
員
会
館
に
移

し
、
報
告
集
会
を
開
催
。
冒
頭
、

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
松
丸
一
雄
首

都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
統
一
本
部

長
（
東
京
土
建
委
員
長
）
は
「
全

国
の
仲
間
が
心
一
つ
に
た
た
か
っ

た
結
果
。
本
当
に
う
れ
し
い
。
こ

れ
で
11
連
勝
と
な
っ
た
。
最
高
裁

の
判
決
を
待
た
ず
に
一
刻
も
早
い

国
の
決
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
被
害
者
救
済
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
勝
訴
判
決

の
際
に
必
ず
締
め
て
き
た
「
ゲ
ン

担
ぎ
」
ネ
ク
タ
イ
で
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。

強
化
し
よ
う

法
廷
外
の
闘
争

九
州
か
ら
遺
族
原
告
が
3
人
上

京
し
、
集
会
に
参
加
。
「
1
審
で

は
一
人
親
方
が
差
別
さ
れ
た
。
今

日
の
高
裁
判
決
で
は
み
ん
な
が
勝

利
で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
る
」
な
ど
と
喜
び
を
話

し
ま
し
た
。

国
会
か
ら
は
近
藤
昭
一
（
立

民
）
、
岸
真
紀
子
（
立
民
）
、
山

添
拓
（
共
産
）
、
福
島
瑞
穂
（
社

民
）
、
後
藤
祐
一
（
国
民
）
の
議

員
が
駆
け
つ
け
、
お
祝
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
る
と
と
も
に
議
員
立
法

を
つ
く
る
な
ど
超
党
派
で
の
政
治

的
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
与

党
自
民
、
公
明
か
ら
も
議
員
秘
書

が
参
加
し
ま
し
た
。

最
後
に
北
川
誠
太
郎
統
一
本
部

事
務
局
長
が
東
京
2
陣
公
正
判
決

署
名
、
最
高
裁
・
国
へ
の
2
つ
の

署
名
の
推
進
、
福
岡
判
決
を
受
け

て
の
翌
日
か
ら
の
省
庁
交
渉
な
ど

の
行
動
を
提
起
し
、
参
加
者
全
員

で
確
認
し
ま
し
た
。

11
月
11
日
、福
岡
高
裁
で
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
判
決
が
下
り
、
国
・
企
業
に
賠
償
を
命
じ
、

一
人
親
方
も
救
済
対
象
と
す
る
「
全
面
勝
利
」
と
呼
べ
る
内
容
で
し
た
。
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
に
結
集
す
る
仲
間
は
厚
労
省
前
、
参
議
院
議
員
会
館
で
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

判決が届き、勝利の旗が並ぶ中で喜びを語る
九州建設アスベスト訴訟原告ら

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
勝
利
に
向
け
た

た
た
か
い
は
分
会
で

も
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
10
月
25
日
、

大
田
支
部
六
郷
分
会

は
、
蒲
田
キ
ネ
マ
、

羽
田
分
会
と
合
同

で
、
六
郷
地
域
力
推

進
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
健
康
教
室
を
行
な

い
、
そ
の
中
で
広
が

る
被
害
や
た
た
か
い

の
現
段
階
で
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
唐
澤
一
喜
首
都
圏
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
統
一
本
部
事
務
局

次
長（
東
京
土
建
本
部
常
任
中
執
）

が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
い
な
が
ら
講
演
し

ま
し
た
。

企
画
し

た
の
は
大

田
支
部
の

労
働
対
策

部
長
の
湯
浅
祐
貴
さ
ん
。
「
今
年

か
ら
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
支
部

で
学
習
し
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す

が
、
多
く
の
仲
間
に
知
っ
て
も
ら

う
に
は
分
会
レ
ベ
ル
で
も
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
、
ま
ず
自
分
の
所

属
分
会
か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

唐
澤
さ
ん
の
講
演
終
了
後
、
参

加
し
た
仲
間
か
ら
は
「
専
門
医
を

ふ
や
す
必
要
が
あ
る
」
「
法
人
事

業
主
も
救
済
の
対
象
な
る
の
か
」

な
ど
意
見
、
質
問
が
活
発
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
拡
大
月
間
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
日
原
敏
也
副
委

員
長
が
駆
け
つ
け
、
仲
間
を
ふ
や

す
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。

「
約
35
人
の
仲
間
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
初
め
て

聞
く
仲
間
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

統
一
本
部
の
会
議
が
亡

く
な
っ
た
原
告
へ
の
黙

祷
か
ら
始
ま
る
と
聞
き
、
苛
酷
な

た
た
か
い
を
リ
ア
ル
に
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
六
郷
分

会
の
西
尾
善
邦
分
会
長
は
感
想
を

寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

講演に聞き入る参加者

【
本
部
・
宮
内
竜
平
記
】
11
月

10
日
新
宿
駅
東
口
の
ア
ル
タ
前
で

都
内
の
労
働
組
合
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
が
結
集
、
今
年
で
6
年
目
と

な
る
宣
伝
行
動
・
東
京
ジ
ャ
ッ
ク

を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
は
26
団

体
1
0
3
人
、
東
京
土
建
は
7
支

部
15
人
で
し
た
。

東
京
土
建
青
年
部
は
「
長
時
間

労
働
を
な
く

そ
う
」
「
8

時
間
働
け
ば

暮
ら
せ
る
賃

金
を
」
な
ど

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
最
賃

・
労
働
法
制
の
チ
ラ
シ
を
折
り
込

ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ア
ピ
ー

ル
を
行
な
い
ま
し
た
。

若
者
に
向
け
た
働
き
方
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
①
月
の
給
与

（
あ
と
い
く
ら
必
要
か
）
、
②
月

の
残
業
時
間
、
③
最
低
賃
金
は
い

く
ら
が
妥
当
か
、
④
時
給
1
5
0

0
円
に
な
っ
た
ら
何
を
す
る
？
何

が
で
き
る
？
に
つ
い
て
聞
き
取

り
、
94
人
が
回
答
、
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
で
一
番
多
か
っ
た
回
答
で

は
、
①
「
あ
と
10
万
円
必
要
」
が

32
人
、
②
「
0
〜
20
時
間
」
が
54

人
、
③
「
最
低
賃
金
1
5
0
0
円

以
上
」
が
44
人
、
④
「
貯
金
し
た

い
」
が
22
人
と
な
り
ま
し
た
。

各
組
合
の
代
表
が
行
な
っ
た
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
東
京
土
建
青

年
部
の
栄
大
翔
書
記

長
が
マ
イ
ク
を
握
っ

て
建
設
労
働
者
の
現

状
と
現
場
改
善
を
す

す
め
て
い
る
組
合
活

動
を
報
告
、
「
若
者
の
団
結
す
る

チ
ャ
ン
ス
は
労
働
組
合
に
あ
る
。

新
宿
で
働
く
若
い
み
な
さ
ん
も
労

働
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
」
と

力
強
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

「
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ア

ベ
憲
法
改
悪

日
韓
市
民
は
連
帯

共
に
叫
ぼ
う
♪
」
。
国
会
に
向
け

ポ
ッ
プ
ス
調
の
「
ノ
ー
ア
ベ
ソ
ン

グ
」
の
声
が
響
き
ま
す
。
11
月
3

日
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
9
条
を
壊

す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
な
ど
3
団
体
が
主
催
す
る
憲
法

集
会
が
開
か
れ
、
1
万
人
（
東
京

土
建
は
1
5
7
人
）
の
市
民
が
国

会
正
門
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
小
田

川
義
和
さ
ん
（
総
が
か
り
行
動
実

行
委
共
同
代
表
）
は
「
安
倍
政
権

は
臨
時
国
会
で
改
憲
へ
の
姿
勢
を

強
め
て
い
る
が
、
世
論
は
支
持
し

て
い
な
い
。
3
0
0
0
万
人
署
名

を
軸
に
対
話
を
す
す
め
9
条
改
憲

を
阻
止
し
よ
う
。
当
事
者
で
あ
る

高
校
生
ら
が
声
を
あ
げ
、
大
学
入

試
で
の
英
語
民
間
試
験
導
入
は
延

期
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
世
論

で
政
治
が
変
わ
る
こ
と
を
示
し

た
。
萩
生
田
『
身
の
丈
』
発
言
や

大
臣
の
相
次
ぐ
辞
任
な
ど
不
正

義
、
腐
敗
が
噴
出
し
て
い
る
。
民

主
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
に
た
た

か
お
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
訪
れ
た
市
民
団
体
の

代
表
な
ど
が
た
た
か
い
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
し
、
ま
た
立
憲
野
党
か

ら
は
福
島
瑞
穂
（
社
民
）
、
穀
田

恵
二
（
共
産
）
、
逢
坂
誠
二
（
立

民
）
の
国
会
議
員
が
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

新宿駅東口アルタ前で訴える栄さん

【
世
田
谷

・
書
記
・
原

孝
行
記
】
11

月
8
日
、
世

田
谷
区
民
会

館
に
て
、
第

11
回
世
田
谷

区
公
契
約
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日

は
、
区
長
、

副
区
長
は
じ

め
世
田
谷

区
、
区
議
会
各
会
派
、
区
内
外
労

組
・
事
業
者
な
ど
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
総
勢
1
4
5
人
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
「
他
の
自
治
体
か
ら
学

ぶ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
据

え
ま
し
た
。
世
田
谷
区
で
は

現
在
、
委
託
契
約
に
お
い
て

職
種
別
の
労
働
報
酬
下
限
額

設
定
に
つ
い
て
区
長
か
ら
諮

問
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

摩
市
と
千
代
田
区
は
い
ち
早

く
職
種
別
労
働
報
酬
下
限
額

の
設
定
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
摩
市
は
総
務
契
約
課

か
ら
、
千
代
田
区
は
審
議
員
が
報

告
者
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
各
自

治
体
の
条
例
の
成
り
立
ち
、現
状
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。

区
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
世
田
谷
型
の
条
例
の
更
な
る
活

性
化
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
単
に
労
働
者
の
賃
上

げ
を
行
な
う
だ
け
で
は
な
く
、
事

業
者
が
利
潤
を
確
保
し
、
地
域
循

環
型
経
済
の
形
成
と
推
進
を
図
っ

て
い
く
条
例
が
必
要
だ
と
い
う
も

の
で
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契

機
に
条
例
の
周
知
が
一
層
広
ま

り
、
「
世
田
谷
型
」
の
条
例
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
我
々
も

奮
闘
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

11回目の開催となります

求

人

最
高
裁
判
決
を
待
つ
こ
と
な
く

労
組
の
仲
間
と
駅
宣

青年部

速
や
か
な
解
決
求
め
る

「
加
入
し
よ
う
」と
栄
書
記
長

ノ
ー
ア
ベ
ソ
ン
グ
響
か
せ
て

国
会
前
に
市
民
１
万
人

公契約シンポに１４５人
更なる活性化を

分
会
レ
ベ
ル
で
も

大田・
六郷

ア
ス
ベ
ス
ト
闘
争
を
学
ぶ

世
田
谷


